
加曽利貝塚博物館 野外施設用ワークシート 

加曽利貝塚縄文遺跡公園内を散策してみよう 

北貝塚 竪穴住居跡群観覧施設 
 発掘調査当時の様子を保存科学の技術を用いて１９６８年（昭和４３年）から公開しています。 
 貝層の下からは、重なるように多くの住居跡や土坑（貯蔵用の穴）などが見つかっています。 

やや白っぽくなっている部分のことです。 
※ガラスにあるの解説で確認！ 

北貝塚 貝層断面観覧施設 
 発掘調査当時の貝層を保存科学の技術を用いて１９６８年（昭和４３年）から公開しています。 
 この貝層は、すべて本物です。２ｍを超える貝がつみかさなっています。 



南貝塚 貝層断面観覧施設 
 発掘調査当時の貝層をはぎとって展示しています。１９９１年（平成３年）から公開しています。 
 貝だけでなく、土器や石器、動物の骨や魚の骨など縄文人の残したものがたくさん含まれて 
 います。 

加曽利貝塚博物館 野外施設用ワークシート 

南貝塚 復元住居 
 過去の発掘調査で見つかった竪穴住居跡の真上につくられた復元住居です。 

 発掘調査時には、縄文時代の木材はすでにくさってなくなっているので、北貝塚の竪穴住居
跡群観覧施設のような状態でみつかります。 

※大きさの違いが気になった人は、学芸員さんに確認！ 


